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0

1
述
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妨
ぐ
る
が
如
き
麻
設
を
避
け
大
に
生
產
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僧
加
し
て
其
增
加
を
ば
輸
出
額
以
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に
出
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め
以
て
：大
に
國
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て
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縮
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義
單
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制

；
限

，
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.
在
A

と
せ
ば
晋
人
敢
て
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を
挾
ま
ざ
る
も
、膨
脹
制
限

»
.上
更
に
絕
，對
的
に
之
を
緊
縮
す
る
の
意
な

6

ミ
せ
ば
吾
人
は
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に
疑

.

.な
き
を
得
ざ
る
な
ぅ
。

物
®

の
騰
貴
に
對
す
る
政
策
と
し
て
は
種

.々
の
方
法
と
議
論
の
存
す
る
あ
れ
ど
も
、を
は
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人
の
，此
に
云
は
ん
ビ
欲
す
る
所
に
非
ず
。
吾
人
の
此
に
言
は
ん
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欲
す
る
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物
價
調
節
の
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段
ど
し
て
の
通
货
收
縮
策
に
在
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W

策
は
一
見
、頗
る
單
純
な
る
が
如
き
も
少
し
く
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果
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顧
念
す
る
時
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上
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多
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疑
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國
の
封
建
制
度

占
部
百
太
郧

第 英  

一 國  

ffi K

戰 甜  

勝 建  

王 制  

が 度  

英 の _  

國 輸

て 彼 其 ャ

•
英
國
に
甜
建
制
度
の
輸
入
せ
ら
れ
し
は
ノ
ル
マ
ン
征
服
の
結
果
に
外
な
ら
ず
。
ウ
ィ
リ 

ふ
第
 

一
S

®
勝
王

)

が
英
國
の
上
下
に
通
ず

る

凡
ゆ
る
制
度
を
封
建
的
鑄
型
に
投
じ
て
、全
然 

の
政
治
及
び
社
會
組
織
を
改
造
す
る
こ
と
を
得
し
は
、

一
.

國
の
領
土
を
擧
げ
て

一

先
づ
之
を 

の
手
に
沒
收
し
た
る
戰
勝
の
賜
な

$

き
。
下
文
に
述
ぶ
る
如
く
、第
.拾
一
世
紀
の
英
國
に
於 

.は
旣
に
封
建
制
度
の
素
地
は
在
り
し
も
、此
の
素
地
の
上
に
當
時
歐
洲

一

般
に
行
は
れ
し
封
藥 

制
度
を

®

設
し
た
る
は
ウ
ィ
リ
ア
ム

'0
事
業
な

4

き
。
故
に
英
國
の
封
建
制
度
を
了
解
せ
む 

と
狱
せ
ば
、須
ら
く
先
づ
歐
大
陸
殊
に
此
制
度
の
母
國
*
る
狒
蘭
西
の
夫
れ
に
遡
て
硏
究
せ
ざ 

石
可

最
初
佛
國
に
發
生
し
て
、後
漸
く
歐
洲
に
傅
播
せ
し
，封
建
制
度
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.に
、羅
馬
文
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チ
ュ

]

ト
ン
文
明
の
爾
舉
素

：

の
.漸
次
化
合
し
た
る
成
果
と
見
る
を
等
べ
し

▲ 

羅
^5
法
の
用
益
權

Tr
有

(usufructuary 

o
w
n
e
r
s
h
i
p
)

の
制
度
ビ
相
待
つ
て
、羅
馬
帝
國
々
擇
の
土
地 

を
ば

®

事
的
勸
務
の
條
件
の
卞
に
.領
有
を
許
與
せ
し
事

は
、

封
建
制
度
の
間
接
の
原
因
を
成
せ 

る
が
、其
の
直
接
の
併
か
も
主
要
な
る
原
因
は
、
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國
帝
王
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下
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展
せ
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知
行
制 

m
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s
t
e
m
.
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の
、外
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古
代
獨
逸
民
族
間
に
於
け
る
邑
長

:̂
靑
年
與
士
ど

.0
關 

-係

S
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•)

の
進
展
と
見
る
可
き
主
從
制
度
の
實

'施
に
在

6

し
な

6
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帝
國
瓦
解
後
の
所 

謂
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黑
時
代
の
一
無
法
，掠.奪
は
小
地
主
を
し
て
搔
城
鐵
壁
に
據
れ
る
大
地
主
に
向
つ
て
、喜
む
で 

各
自
の
自
主
的
所
有
地

(Allodial, l
a
n
d
}

即
ち

'自
主
地
を
提
供
せ
し
め
た

&
0.
斯
く
て
是
等
の
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地
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は
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(

解
を
受
く
可
く
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m
m
e
n
d
a
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に
依
て
强
カ
な

る

隣
國
領
主
の

Ei 

下
と
な
り
，改
め
て
新
哲
候
の
手
ょ
ぅ
土
地
を
受
領
せ
し
な

b

o
斯
く
て
間
黑
時
代
の
混
亂
、無 

秩
序
が
第
拾
世
紀
に
至
て
稍

¥

靜
、に
歸

.するや、土
地
所
有
權
事
的
勸
務
と
を
基
礎
ビ
す 

:る
_新允

.な
る

»

會
的
組
織
は
：發
生
し
來
れ
り
。

.；當
時
各
國
家
の
ニ
大
零
務
は
、其
の
領
土
の
防 

鐵
及
び
耕
作

^

並
び
に
其
の
人
民
を
ば
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T

の
自
覺
あ
る
社
會
に
結
合
す
る
事
に
在

5

き
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制
度
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此
の
ニ
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要
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充
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し
龙
る
も
の
な
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征
服
前
、歐
洲
大
陸
に
於
て
は
旣
に
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な
る
借
地
刺
度

m

i
の
も
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な
り
き
。
其
は
政
府
組
織
及
び
人
民
の
法
律
的
並
び
に
祉
會
的
關
係
と
緊
し
く
結
合
し
て
、離

す

笔

ヘ

I

裏

 

は
地
方
の
裁
判
權
を
行
ひ
、本
來
一
代
を
限

て
'保
有
せ
し
采
地
黯
の
領
有
者
の
官
職

w

共
に
、忽
ち

•

歡
襲
領
と
變
じ
來
れ

6
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隨
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陪
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す
る
所
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I

I

I

!

自
？

行
ば
れ
て
、國
王
ょ

I

额
の
土
地
を
受
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す
る
大
路

S

.0
家
.:0
直
領
と
し
て
其
の
幾
分
を
保
有
し
た
る
殘
餘
の

•
部
分
を
ば
、彼
が
國
王 

J

受
領
せ
し
ビ
同

I

麵
務

I
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し
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な
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ど
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際
君
主
を

2

す
る
の
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力
を

f

て、國
家
內
に

M

ら
に
國
家
を
造
る
の
狀
勢
を

5

し
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b
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.
斯
く
て
？

た.る
者 

は
；縱
令
國
王

•に
：反
對
す
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i

、其
め
：

.直
接
の
君
主

S

順
な
る
の
風
を
養

2

國
の

封

.建
政 

T

を

ノ

ク

候
ブ
る
國
王
ビ
フ
ル
グ
ン
ド
及
び
ア
ク
ィ
タ
ニ

 

.ア
等
大
諸
候
と
の
肫
に
於
け
る

#

®

の
歷
史
を
繰
返
す
：に
至
れ
ぅ
。
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族
の
社

.？
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國
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す
る
新
鸷
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即
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i
稱
す
可
吾
階
級
あ
リ
旮
。邑

'
& (princeps or h

e
a
d
m
a
n
)

は
其
の
中
心
！

2

し
ズ
漸
次

0 

鼷
貴
族
に
代

• y
、平時
に
於
て
は
行
政
事
務
に
鞅

_ 

.し、部落

.
が
他
と
戦
爭
す
る
揚
合

U

は、大

71

f 

(duces or 

w
a
s
r
-
l
e
a
d
e
r

)

^

l3
:

JH
;

の
階
級
の
中
ょ
リ
選
擧
し

?:
リ旮。各邑
長
は
何
れ

-

^

咅̂

M
士(comites 

or I
r
r
i
o
r
s
)

It
依
ズ

^

斯
せ
ら
れ
、多く
は
貴
族
の
子
弟

?:
る
是
等
の
輿
士
は
平
時
！

1

は
邑
提
と
食 

卓

^

典
に
し
：戦時

I-
ぽ：其の
妈
前
じ
戦
死
す

る
か
'以

V

洛

#

2
し
れ

9

咅
。此
の
階
級
、,
そ
即
ち

■ 

獨
逸
人
：

Ml
:
'.

「

曾
の
中

®

?:
リ

v

tc
リ
。

：

.
'

(

t
t ニ)

推
藤
？
は
财
述
社

t

l-
於
す
地
主
が
各
自

’領
主
か
選
む
で
其

^

下
と
な
る琪か謂ふ

。

’

.
 

.
:
:
u 

.

然
ら
ば
封
建
制
度
ビ
は
何
ど
や
。
此
の
疑
問
に
鋳
し
て
は
±
記
歐
洲
大
陸
に
於
け
る
此
の 

制
度
の
起
原
を

‘傭
軍
に
叙
述
し
た
る
の
み
に
て
は
、未
だ
盡
せ
ぅ
と
云
ふ
可
ら
ず

o
.英
國
法
制 

史
家
の

*

輿
た
る

.故
の
メ
ー
ト
ラ
ン
ド
敎
授
の
與
へ
た
る
封
建
制
度
の
定
義
は
、大
に
吾
入
を 

し
て
首
肯
せ
し
む
る
に
足
る
も
の
あ
办
。
白
く

 

.

.

:封
建
制
度

^

は
領
主

(
l
o
r
d
)

ビ
F5
下

(
m
a
n
)

と
の
關
係

I

領
主
の
方
に
て
は
毘
下
を
保
獲 

し

S

し
、荜
下
の
方
に
て

4

亦
領
主
に
對
し
て
保
護
を
與
へ
、軍
事
上
の
勸
務
を
含
め
る
種 

冷
の
勸
務
と
尊
敬
と
を
拂
ふ
關
係
が
主
要
な

る

社
.#上
の
盟
約
と
な
れ
る
社
會
狀
辉
を
謂 

ふ
。
此
の
爾
者
身
上
の
關
係
は
土
地
所
有

*

て
ふ
財
產
：上
：の
關
，係
を
包
含
し
て
、決
し
て

_

.
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る る

■ 

■ 
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可
ら
す
。

m

下
は

®'
主

ょ

b
 
土

地

を

領

有

.す6.%

敗
、其

の
.土
地
に

0

す
る
負
,
に

S

じ
、

領
主
は
土
地
に

»'
す
る

.軍
大
な
る
權
利
を
有
す
。
而
し
て
土
地
の
充
分
な
を
所
有
權

'は'君 

::
;
_虫

ー

路

下

[2
下
に
對
し
て
裁
印
«

|:
隊
す 

V 

.
君
主
は
臣
下
，の
■爲
に
郛
の
抂
屈

^

伸
ぶ
ベ

§

裁
剑
所
を
開
く
。
裁
判
*
は
土
地
に
對
す

，私
權
と
均
し
く
領
主
の
財
産
と
看
做

_

る
。
國
家
の
組
織
は
是
等
の
關
係
の
制
度
な
ぅ
。

:

へ：即
ち
全
國
の
領
主
と
し
て
國
家
の
元
首
た
る
國
王
の
下
に

«[
:

參
即
ち
直
接
受
領
者

.
へ、§
1
 

':in. 

C

M

5あ
ぅ
て
、是
等
の
直
參
.ば
更
ら
に
陪
臣
の
領
主
た
り
。
此
の
如
く
し
て
、最
下
級
の
土 

■

.

地
所
有
替
に
至
も

::
^

;

.一
裁
判
所
も
亦
直

*

の
_臣
下
ょ

p

m
織
せ
ら
れ
、か
く
て
國
王

R

對
：す
る
何
等
か
懑
法
上
の
牽 

:

:

制
*

あ
る
限
办
，其
の
牽
制
カ
は
是
等
臣
下
の
圓

«8
に
依

.て
行
使
せ
ら
る

@
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i

;

封
建

^

度
は

.即
ち

一

方
に
於
て

.
は
、軍
事
：的
乃
至
.政
.
治
的
制
度
た
る
ビ
同
時
に
、他
方
に
於
て

ば
經
濟
的
乃
至
祉
俞
的
龃
織
な
卜
ぎ
。
然
る
に
此
の
制

.度
：が

^'
世
紀
に
於
て
特
殊
の
效

.益
あ
：

、
 

&

た
る
其
の
次
第
は
實
際
上
、土
地
が
唯
ー
富
源

*

$
し
時
代
に
方
ウ
て
^

の
制
度
は
能
く
各 

.

:
人
；に
向
て
社
會
的
狹
序
の
眞
賣

.な
'る
地
位

(

即
ち
鼻
分

)

を
«

土
®

を
有

.せ：
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の
対
述
制
度 
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十
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八
六

ず
，隨
て
領
主
を
有
せ

'^
る
萆

M

♦

社
會

.外V

に
.驅
逐

.■せ
ら
れ
た
れ
ニ
ど
も
當

II
#

未
だ
土

'地
豐
富

'な
. 

令
し
か
ば
、か

\

る
階
級

^

屬
す

.る
の
要
な
か

6

し
«
 

>
9
0 

.

都
'市
の
漸
く
發
達
す
る
に
雄
れ
て
、
 

土
地
を
有
せ
ざ
る
新
ら
し
き
階
級
發
生
し
、封
建
制
度
は
爲
に

ii
革
を
蒙
る
に
至
れ

b

e

. 0
0 

に
て
は
都
市
を
，ば
自
治

g
(
c
o
i
i
s
)

と
し
て
封
建
：制
度
內
に
編
入
し
、谷
自
治
國
.は
集
合
體
ビ 

し
て
、或
は
領
主
た
，り
、或
は

_

下
た
り
得
る
や
う
取
扱
は
む
ビ
の
企
畫
行
は
れ
た
れ
ど
も
、英
國 

、に

V

は
都
市

.は

.遂
に
封
建
制
挺
杓
に
編
入
せ
ら
れ

f

き
。
之
に
反
し
歐
洲
を

0
じ
て
、敎
會 

一0

領
地
は
他
の

_俗
：君
主

::
:'
.
の：：領

4
|ヒ
均
し
く
、封
雖
制
度
の
勢
力
內
に
毎
容
せ
ら
れ
た

6

き
。
僧 

。正
及
び
僧
院

Jl
,'-
,
yは
、扣
の
領
有
せ
る

±

地
に
對
し
て
，國
王
若

く
は
：m

の
領
主
に
向
て

0
順
を 

:«
#

し
、而
し

y

一
方
：に
於

V
,

は
、寺

.領
を
保
有
せ
る

15
下
に
對
し
て
は
、裁
判
其
の

' 他
の
君
權
を 

行
使
し

穴

i
%
:然
_る
ば
：封
建
制
度
一
の
規
約
に
依
て
保
有
せ
ら
れ
た
る

■寺
領
の
外
、軍
事
的
勸 

務
に
服
せ

.す
、單
に

._

«
を
捧
げ

'て
寄
進

«

の
«

魂
を
慰
藉
す
る
を
義
務
ど
せ
し
所
謂

『

自
由

#
 

進』

'

(Frank-almoign. o
r

 free a
i
m
s)

に
依
て
領
有
せ
ら
れ
た

る

券
領
ぁ

h

た
ぅ
。
英
國
に
於
て
^
元 

，一
二
七
九
年
永
代
寄

.附
禁
令

(statute 

of m
o
r
t
-
m
a
i
n
)

を
發
布
し
て

'敎
會
に
±
地
を
寄
附
す
る
事 

を
禁
止
し

*

う
し
は
、此
の
自
由
寄
進
の
：擴
大
を
制
遏
せ
む
が
鴆
な

llt
三)

'
^
3
l
r+
l
ptl
a.
w*
'
.
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i

o'
t>
a
l
.
.
H
i
s
t
o
r
y

 

o
f
 Englan̂

.'pp... 

1
4

3-vt.

0 

n

':
.

封
®

制
度
の

©「

原
及

a
;來
歷
は
以

.上
の
如
し
。
英
國
に
淤
て
も
、封
雞
制
度
は
他
の
大
陸
諸 

國
：_

均
し
く
夙
に

〗

萠
芽
を
發
し
、後
漸
く
生
長
し
て

‘
第
拾

.壹
世
紀
の
頃
に
は
旣
に
英
國
の
社

#
 

に
於
け
る
缺
く

.可
ら
ざ
る

®

素

V
J

な
ぅ
し
が
、未
だ
シ
ス
テ
，ム
と
し
て
採
用
せ
ら
る
、
に
蛋
ら 

sr
ぅ
き
？，

(

註
四

)

前
に
述
べ

*

る
如
ぐ
、ア

v

 v

ロ。サ
ク
ソ
ン
民
族
が
未
だ
獨
逸
に
彷
徨
せ
し
際 

の
： .

邑
長
と
青
年
：勇
士
：
-

の
間
に

'於
け

'る
關
係
及
び
英
國
に
定
住
せ
し
後
の
領
主

(

S

i

d
 

R
 

l
o
rd)；

ど
貴
士

’
へT^

g
n
e
s
,

 

T
h
a
n
e
s

 

or 

G
e
s
i
t
h
s
)

.ビ
の

’
關
係
は
、封.建
制
度
の
最
も
重
要
な
る
基
礎
を 

成
し
つ
、
あ
り
き
。
然
る
に
英
國
は
大
陸
諸
國
殊
に
怫
國
の
如
く
、羅
馬
帝
國
の
統
治
及
び
羅 

馬
法

.の；影
響
を
受
く
る
こ
ど
少
攻
か

b

し
だ
け
、人
と
人
ビ
の
身
上
の
關
係
は
夙
に
强
固
な
る 

要
素
を
成
せ
し
も
，大
陸
に
於
け
る
が
如
き
領
土
的
の
關
係
は
其
の
發
達
遲
令
た

i

き
。
然
も 

尙
ほ

.ア
ン
.グ
了
サ
ク

ソ

ン
時
代
の
，間
斷
な
き
戰
亂
及
び

ft
會
の
無
秩
序
は
、從
來
の
自
由
保
有 

者(Freeholder)

即
ち

.自
主
地
の
反
有
者
を
し
て
續

.々

R

接
せ
る
大
地
主
一
に
其
の
土
地
を
提
供
し 

て
、页
め
で

»■
主
に
對
す
る

||
4

務
殊
に
軍
事
的
動

.務

.を
盡
す
を
條
件
と
し
て
、之
を
受
値
，せ：し
む

笫
十
ニ
卷

‘
2

5

$

-

論
說
英
國
の
紂
連
制
度

 

_
十號
 

八七



第
十
二
卷(

一
四
一
六)

論

說

英

國

の

封

蓮

製 

0

$

八八

る
に
至
れ
シ
。
此
の
如
き
趨
勢
は
漸
く
大
諸
侯
の
權
カ
を
增
大
な
ら
し
め
、セ
諸
俠
の
割
據
時 

代
を
現
出
せ
し
が
、結
局
ゥ

H

ッ
セ
ジ
ク
ス
候
の
英
國
統
一
は
か
、
る
趨
勢
の
頂
點
と
見
る
を
.得 

ベ
し

0

中
央
集
權
の

:勢
漸
く
成

}
 V

、、

第

拾

壹

世

紀

の

初

頭

に

於9

は
、國
王
は
從
來
の
如
く
國 

會
に
謀
ら
ず
し
て
、公
有
地
を
ば

E

下
に
許
與
す
る
の
例
を
開
け
か
。
，斯
く
て
漸
く
再
封
建

ざ 

及
び
推

0

と
の
流
風
は
、英
國
の
土
地
に
事
實
封
建
的
借
地
法
を
施
行
せ
し
め
，自
主
地
の
所
有 

考
は

1

部

少

數に
：：

限
ら
：；る
M
X
;に
至
れ
り
o

':
力
一
一
ュ
ー
ト
及
び
エ
ド
フ
ー

ドr

懺
悔
王

」

が
少
數

Q

 

大
諸
侯
に
土
地
を
赋

.
'與
：す
る
政
略
を
採
ぅ
し
爲
、封
建
制
度
の
趨
勢
は

.益
，助
長
せ
ら
れ
た
り
。
 

故
に
ノ
 

V

マンv

征
服

®

か
h

し
ビ
す
る
も
、英
國
は
殆
ど
歐
大
陸
の
夫
れ

S

大
龚
な
き
#
建
制 

度

を

確

立

せ

し

な

る

：可
し
。
 

,

(

註四

}
'
英
豳
は
封

.建
制
度
衰
頹
し

?:
る
第
拾
七

^

紐
の
末
辑
迄
こ
の
制
度
の

#

我
！：！

就

て

自

覺

す
 

る
所
な
リ
含
。！

1

I

ク
.の
如
♦

大
法
寧
者
す
ら
尙
ほ
且

『

封
.建
制
度

』

て
ふ
翦

U

就
て
言
及
せ
ざ
リ
兔 

始
め
て
此
の
祺
に
就
て
英
國
入

‘

啓
發
せ

L

ii
,T

t
1

ク
と
殆
ど
時
も
同
う
せ
し
ス
八

)v
マン尨

ク
イ
リ
ア
ム
戰
勝
王
が
封
建
制
度
令
英
國
に
輸
入
す
る
や
，極
め
て
細
心
の
注
意
.を
以
て
し

-
■•
:

..

.

.

. 

-

■

'

. 

. 

.

.

-

 

• 

■
■:
'
 

: 

.
:
'
'
■ ' 

, 

、，：

.

. 

. 

. 

■ 

'
-
•
. 

. 

'
.
:

.-

ナ
>

き
彼
は
做
國
に
於

.け

.̂
大
諸
侯
が
國
王
の
直
領
地
ょ

>
9 

i却
て
大
な
る

ii
也
を

«

し
、
 

.

互
は
權
カ
を

_

ひ
.；て
、國

¥

を
：傀
儡
視
せ
し
事
實

^

鑑
み
、併
か
も
彼
が
反
禝
常
な
く
最
も
制
卸

‘

へ
し

®

か
h

し
く
ル
：

-

^

の
叛
亂
を
鎭

M

せ
.し
®

逝
の
苦
が
き
經
驗
に
鑑
み
て
、最
初
ょ

i

.

.'
出
英
豳

^̂ 

ク
ィ
タ

.

:

ア
ム
は

英
國
の

:±

地
を

征
服
す

る
に
從
ひ
、順
次
之
に
封
建
制
度
を
布
き
し
が
故

(

I

一
般 

、
へ」

に
彼
を
以
て
英
國
封
，建
制
度
の
創
設
者

-

稱
す
れ
ど
名
、彼
は
只
だ
借
地
制
度

S

し
て
之
を
劍 

設
し

^

る
の
み
に
し
て
、決
し
て
之
を
政
庥

0-
M

m
ビ
し
て
採
用
せ
ざ

b

き
。
換
言
す
れ
ば
、クィ

.

(

タ
ア

4

は
英
國
人

0

國
王
と
し
て

_

臨
せ

'
む
と
欲
し
、爽
し
-
て
氍
に
封
雖
的
領
主
の
地
位
の
み 

;'
を
圮
て
甘
む
せ
ざ
卜
し
苽

6

。
故
に
彼
は
封
建
制
度
の
凡
ゆ
る
長
所
：を
利
用
せ
る
に
も
拘
は 

.

:

&
す
、其
の
最
大
弊

«
:と
認
め

_ら
れ
し
、諸
候
ど

.
其
_

下

^

の
關

.係
即
ち
陪
臣
が
國
王
に
叛
い
て
：

•

も
，直
接
の
領
虫
の
爲
に
戰
认
し
暂
慣
を
打
破
せ
む
：と
歷
く
決
心
せ
り
。
仍
て
ゥ
ィ
タ
ア
ム
は 

紀
元

'

0
八
六
年

.八
：月
一
日

ソ
I

ル
ズ
ベ

タ

彳
ブ
レ

I

ン
に
有
名
な
る
國
會
を
召
，集
せ
し 

,

.

、

此
の
國
會

ir
は
全

.

.英

a

を
®

じ
て
、土
地
を
所
有
す
る
者
は
、其

.の
何
人

0
:
£
下
た
る
を
間
ば
ず 

.

‘
悉
.ぐ
.集
會
し
來
か

(

其
の
數
六
萬
人

S

註
せ

&

る)

凡
ベ

.
て
彼
を
拜
跪
：し
セ
其
の

13
下—

と
な
り
、如 

第
空
，

，

(
1

四，1

七
.

)

：
截
獵
英
國

0
封

建

製

：

•
： 

'第-f

鱗

^

ダ、力



第
T
vr:
继

(

一四一八

)

論

.說

.

英
國
の
財
故
如
度
'
. 

第
十
號 

九
o

,

M.
.
な
る
.他
の
入
々
を
.敵
ど
す
る

も

®

に；忠
順
な
る
可
き
事
の

.宣
誓
を
爲
せ
り
。
此
の
如
く
ク
ィ 

y
ア
ム
は
凡
ゆ
る

^

®
の
地
主
等
を
國

HE
ビ
直
接
の

»

係
に
聯
結
し
で
，封
建
的
理
想
せ
典
に 

新
た
な
る
：國
家
的

_

想
を
實
：現
へ
せ
し
め
む
と
試
み
た
办
き
。

英
國
の
封
建

.法
に
；て

«

何
'人
た
少
と
も
其
の
領
主
の
爲
に
戰
ふ
の
義
務
を
負
は
ざ
れ
，ど
も
、
 

國
王
の
爲
に
は
、其
の
領
主
と
典
に
戰
ふ

.の
_

務
あ
り
と
せ
ら
れ
た
る
は
、ゥ
ィ
リ
ア
ム
が
ソ

I 

ル
ズ
ベ
ヲ
イ

'
フ
ン
ー
ン
に
て
國
王
に

It
:
接
E

下
の
宣
誓
を
爲
さ
し
め
た
る
と
同

1

思
想
な
る 

は
云
ふ
を
俟
た
ず
。
斯
く
て

«

蘭
»
に
双
て
泓
闘
は
法
律
に
於
て
認
め
ら
れ
れ
る
に
引
き
換 

へ、英
國
に
て
は
遂
に

.適
法
と
認
め
ら
一
れ
ざ

々

し
な

t

.(

註
芄

)

：ゥ
'
イ
”

ア
ム
戦
勝

■玉は狨國か，征服して後、最初
は
廣
大
な
る
王
領
地

I

公
布

5
F
O
I
k

land)

は
此
の
時
旣
に
王
領
地

(Terra regis)
と
變
ぜ
リ

-
の
外
、
，コド
ゥ

イソ家

〈

令イリアムに破

ら
れ
て
戦
死
せ
し
英
國
王

,

ロ
ル

F

の
家

)

及
‘び
彼

|:
反
對
し
て
千
戈
な
⑽
か
せ
し
溃
、ま
は
其
の 

嫌
疑
め

i

潜
の
領
地

^

^
待
汊
取
し
て
、一
千
四
百
以
上
の
大
な
る
莊
園
か
直
領
地

(Demesne knd) 

と
し
て
保
留
し
、典
の
他
の
土
地
か
ノ
ル
マ
ゾ
貴
族
の
戦
功
者

U

分
舰
せ
リ
。々
イ
リ
ア
ム
が
叛
逆 

の
徙
と
調
め
ざ
リ
し
ア

v

r
ロ
*サ
ク
ソ
ン
の
土
地
所
布
渚
も
、

〗

旦
其
の
土
地
を
戦
勝
王
に
泰
納 

し、新

?:
!:
封
维
法
に
據
り
て
、彼
の
申
ょ
リ
許
與
せ
ら
る
、
寧
と
な
れ
り
。併
か
も
典
後
英
國
人
は 

腿
>
叛
矶

か

趄
し
て
煅
し
く
鎭

1|
'
せ
ら
れ
ゼ
の
鄉
度

±

埠
か
汊
取
せ
ら
れ
し
が
、是
等
の
±
地
は
大

槪
ノ

;v
マ
ン
货
族
に

M

與
せ
ら
れ
、封
遮
制
度
は

.漸
次
全
國

I-
普
及
せ
.ら
る

>
|̂
盗
、
リ。

:::.“

五

::
:

;ク
.
<:
::
ジ
ア
ム
，：は
其
の

M

T
全
.；體に
忠
順
の
宣
誓
を
課
せ
し
の
み
を
以
て
未
だ
足
れ
う
ビ
せ

ず、
ァ
シ
グ
了
テ
ク
ソ
ン
朝

■末
路
の
：不
振
は
畢
竟
中
央
政
府
の

*

力
微
弱
な
り
し
に
因
れ
う

-

な
_

が
强
固
を
獨
ら
む

I
,ど：
欲

せ
.ば
、
無

形
な
る

15
下
の

宣
誓
以
外
#
質
的
に
も
中
央
の
實
カ

を
養
成
せ
ざ
る

.可
ら
ず
ビ
信
じ
：た

.り

;&
0 
.ア
ン
グ
ロ

 

•サ
ク
、ノ
ン
時
代
の
諸
王
は
國
家
の
收
入

を
微
集
す
る
に
，

I
:

定
の
方
法
に
依

A

t'
、其
の
軍
隊
組
織
も
無
規
律
に
し
て
訓
練
を
缺
き
し
が

故
、
-
旦
緩
急
に
應
じ
て
物

.の
役
に
立
た
ざ

>
9き
。
.
國
王
の
裁
剑
名
亦
終
始

I

賞
し
た
る
正
.理

令
行
は
ざ
り

き

0
ア
ン
グ
ロ
。サ
ク
ソ
レ
の
政
治

.家
は
、英
語
の
所
謂

m

^

l

R:
,(

ど
う
に

か
：遺
る)

を
以
て

^

む
じ
た
ら
し
な
り
。:
ク
ィ
タ
ア
ム
は
乃
ち
是
等
の
弊
害
を
匡
濟
す
る
第
一

0

手
段

^

し

て

中

叉

行

政

.の
效
果
を

0
ぐ
可
く
、玉
室
の
財
源
を
增

.大
な
ら
し
む
可
&
方
策
を 

採
6
.た
う
き
。
ン

ク
ィ
リ
ア
ム
の
大
串
業
の

一

と
稱
せ
ら
る
、

『

土
地
測
量
簿

i

 

(
D
o
m
e
s
d
a
y
)

の
編
籙
は

J

o

八
，
 

五
丨
六
年

：

有
名
な
る
グ
マ
ス
：タ
ー
の
國
會
に
於
て
布
吿
せ
ら
れ

^

う
：0

ク
ィ
リ
ア
ム
は
財
政 

猶
十
ニ
卷

2

四一九

)

論
說
英
國

0

S
製
 

S



笫
十
ニ
館

0
四ニ
0
>
_
論

說

英

國

の

財

趙

制

度

 

第
十
號
九
ニ

上
：ょ
&

產

軍

■事
上

V
^
K
Vも國
家
の
資
源
を
精
密
に
知
悉
す
る
の

#

®
を
感
じ
.、國
民
が
新
た 

な
る
課
税
を
恐
れ
て

.痛
ぐ
猜
忌
し
た
り
し
に
も
拘
は
ら

.す
、僅
々
一
ケ
年
の
短
日
月
.の間
に
北 

英
四
州
を
除
け
る
，全
英
國
の
：土
地
測
量
を
遂
行
し
た
り
き
。
各
州
に
就
き
州
奉
行
以
下
土
地 

關
係
者
の
宣
誓
に

f

て
土
埯
の
取
調
を
爲
さ
し
め
、征
服
前
後
に
於
け
る
土
地
の
價
格
、土
地 

保
有

0.
條
件
、借
地
人
の
義
：務、興
の
他
土
地
に
關
し
て
詳
細
に
記
述
し
た
る
帳
簿
を
作
成
せ
し 

め
た
り
き
。
此
の

±
地
測
量
簿
に
依
て
、ウ
メ
タ

.ア
ム
が
其
の
施
政
に
®
益
を
得
た
る
や
云
ふ 

2

迄
.も
か
く
、今
日
，你
ほ
英
國
習
慣
法
の
滠
も
縦
實
な
る

.資
料
は
之
に
依
て
求
む
る
を
得
ベ
し
。

:
;
”夕
、
ゾ
ァ
ム
は

®

ぐ
.迄
も
大
諸
候

0

*
力
を
有
效
に
牽
制
：せ
む
が
爲
、周
到
な
る
用
意
を
以 

て
せ
が
。
彼
は
我
が
德
川
家
康
が
大
諸
候
を
操
縦
せ
し
と
同
一
方
策
に
敗
で
、其
の
重
も
な
る 

諸
拷
の

0 
土
を
英
國
斧
地
に
散
在
せ

.し
め
、何
人
も
一
地
方
に
割
據
し
七
叛
亂
を
企
て
能
ふ
程 

:

の
土

*

を
鲰
へ
ら
れ
：

ぎ
：：

り
き
。
此
の
如
き
策
は
後
年
王
權
に
反
抗
せ
む
が

S

候
間
の
聯 

盟
を
促
が
し
、人

f

按
助
を

f

て
叛
亂
を

t

る
の
勢
を
知
'ら
ず
論
ら
ず
助
長
せ

I

『

此 

の
如
く
し
て
ノ
ぐ

K

Y

て
强
固
と
な
れ
ケ

』

と
フ
灸

—

マ
ン
は
評
せ

K

V

O然
も
タ

4

ダ

ア
ム
は
ェ
ド
フ

1

ド

懺
悔
主
.の

塒
英
國

©

■«
全
を

'嫌
う
し
大
諸
候
を
廢
し

.て
、古

-'
ft
英
國
の

«

掷
に
復
歸
し

.て
、太
.守
の
一
州
以 

上
を
交
配
す
石
事
を
禁
じ
力
々
き
。

a

ク
ィ
ジ
ア
ム
は
地
方
制
度
の

■確
立
を
期
せ
む
が
爲
、州 

/
.の
行
政
！

.司
法
、
®

事
、財
政

'

!は

'®
王
の
權
威
を
代
表
し

^

る
州
奉
行

(sheriff)

の
竽
に
於
て
執 

，ィ
：せ
し
め
太
守
は

T

に
-third 

p
e
n
n
y

 

.
8 メ〕

と
稱
せ
し
州
裁
判
の
收
入
の
分

&

を
得
し
外
、州
會 

に
出
席
せ
ざ
る
事
と
せ
り
。
此
の
如
く
し
て
、太
守
の
州
民
に
對
す
る
關
係
は
漸
次
親
密
を
缺 

き
、其
の
地
方

0

典
カ
を
舉
け
そ
國
王
に
向
、て

_

飢
.を
企
つ
る
が
如
き
事
な
き
に
至
れ
う
。

.戦 

勝
，王
の
執

'!
)

*
る
以
上
の

r

般
.政
策
.の
除
外
例
ビ
云
ふ
可
き
は
、チ
エ
ス
タ
ー
、ダ
ラ
ム
、ヶ
ン
ト 

の
三
宫
伯
領

(
p
i
n
e

 c
o
l
e
s
)
.

の
設
置
に
在
り
。
是
等
の
州
內
し
於
て
は
、太
守
は
直
ち
こ

E

Î 

を
行
ふ
を
得
た
る
が
、か
く
非
常
の
權
カ

.を
夫
れ
ぐ
木
守
に
與
べ
た
る
は
、ク
太
丨
ル
ス 

ど
、蘇
格
蘭
と
、歐

犬

陸

ピ

ょ
.う
の
攻
擊
に
對
し
て
、王
國
防
鐵
の
任
に
當
ら
し
め
む
が
鵪
な

V
9きハ
 

併
か

■も
其
の
中
の
ニ

’人
が
僧
正
：な

3

し
は
、之
を

.世
襲
領
た

6
 

f

し
め
む

w

の
ゥ
ィ
リ
ア
ム 

の
細
心
•な

る

工

夫

に

出

で

し

な
.

CSO

ゥ
ジ
ア
ム
は
你
ほ

1
層
貴
族
諸
侯
の
權
カ
を
制
遍

.せ
む

.
が
爲
、州
奉
行
皞
を
し
て
地
方

_裁
：
 

中
所
の
權
限
を
櫥
張
せ
し
め
た

A
。
州
裁
判
所
は
太
守
の
出
席
せ
ざ

6.
事
と
な

6

し
爲
、(

E

七)

#

T】

'i(j.

四：1

ニ)

.

論
' 

,
.
彭
英
國
の
封
連
制
度

- 

第十
^

.

A
H
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敗
十
1..1卷

(

一四
.ニニ)

論

0

英
國
の
封
建
制
度
 

竿

號

九

四 

漸
次
勢
力
を
失
墜
し
、聯
合
邑
裁
剑
所
亦

)1
£

園
栽
剑
所
の
僧
加
に
連
れ
て
訴
懿
潜
の
數
減
少
せ 

し
も
、然
も
你
ほ

®

等
の
裁
剑
所
は
與
へ
ら
れ
た
る
範
圆
內
に
於
て
出
來
得
る
限
ト
、貴
族
諸
候 

の
權
力
を
牽
制
す
る
こ
と
に
力
め
た
兎
に
角
是
等
古
來
の
民
主
的
裁
剑
所
が
存
在
せ
し 

て
ふ
尠
赏
は
英
國
憲
法
進
厲
の
勢
を
保
持

し

、

大
陸
に
於
け
る
が
如
き
封
建
制
度
の
割
據
的
倾 

向
を
抑
制
す
る
に

.與
っ
て
效
果
あ
ぅ
し
や
明

*

i
n

な
り

0

六)
Third p

e
l

と
は
未
だ
裁
判
桃
が
私
布
に
歸
乜

f

、從

つ
て
國
王
の
親
ら
行
ふ
战
列
槌
以
外
は 

凡
べ
て
太
守

L
iII
-d
:
る
各
卹
及

 

'び各聯合邑裁刿所

1:
於
け
る
罰
金
及
'び沒
收
物
其
の
他
ム
リ

生
ず

る
，.取
.入
：の

-

分
.
.の..： 
一：.：

4>
:謂ふ

。

：

.

.

.

.

.

(

註
七

)

國
ま
は

.

守̂
。の
地
方
的
桃
力
か
制
退
せ

.む
が
爲
、州
尜
行

.

/r
設けしが、倚ほ各太守の領土

.
內
に
裁
列
所

i

設
廣
す
る
特
榴
が
興
へ
て
、彼等
は
州
戮
刿
所
に
出
席
せ
ざ
る

^

と爲せ

.
リ
。

-

六
？

ク

ィ
タ

ア
ム

及
：
■び

：
其

.
：
の

子
^

1

フ

T

ス(

ウ

ィ

ジ
ア

ム
第
一
一
世)

.の

治

世

中

漸

次

確

立

せ

ら
れ 

し
%

%
的
±-
地

:̂
育
の
制
变

f
S
v
s
t
e
m

 

of F
e
u
d
a
l

 

tenure)
は
チ
ャ
ー
ル
ス
ニ
世
の
治
世
の
律
令 

U

依
て
駿

JH
に
歸
し

^

れ
ど
も

、
^
も
封
建

制
®'
の
精
神

が
今
你
ほ
存

ff
i

せ

る

は
4

E
民
の
手
に 

於
け

る
英
國
の
凡
.ゆ
る

土
地

.及
び

‘不
動
，産

は

直

接

若
ぐ

は
間
接
國
生
の
‘手
ょ

P
保
有
せ
ら

^

,

:
: 

メ 

.
 

I-
 

■

'. 

.

，：

..
 

.

.

.

.

.

.

.
:'
■
■

.
 

■: 

.

て
ふ
英
吉
利
法
の
理

.論
に
照
ら
し
て
明

.か
な
：
$
。
其
の
他

.長
子
相
續
權
を
，土
地
の
相
續

.に
適

.

用
す
る
が
如
き

も

、

典
の
證
左
と
す
る
に
足
る
。
仍
て
以
下
英
國
封
建
法
の
大
要
を
簡
單
に
說 

明
す
可

.し
9

:

:

.

,

ぺ
マ
ン
征
服
後
、

^

國
を
遨
じ
て
丄
切
の
土
地
は
ア
ン
グ
口
。サ
ク
ジ
ン
時
代
の
三
重
の

_

務

H
r
i
n
o
d
a

 

1
^
6
5
5
|

)

即
ち
苹
役
に
服
し
、城
塞
、橋
梁
の
修
繕

■#
等
を
負
擔
せ
し

^

種

ダ

の
義
務 

.

を
負
擔
せ
し
め

.ら
れ

/2
り
。
是
等

0

義
務
中
最
も
名
譽
.あ
る
は
騎
士
奉
仕

(
K
n

 
一
 ght-service)

の 

義
務
な
り
き
。

.こ
は
國

_王
が
其
の
毘
下
に
釆
地
を
許
與
す
る
代
キ
に

、
<£

下
は
國
王
に
向
て
自 

'
家
の
：M

兵
を
供
給
す
る
土
地
保
有
制
を
謂
ふ
。：前
に
⑩
ベ
た
る
自
由
寄
迆
の
土
地
の
外

ft
JE 

:

:及
^

て、之
^
同

一

の
義
務
を
负
ひ
た
り

封
建
君
主
が
土
地
を
借
地
人
即
ち
へ

&

下
に
許

.與
す
る
に
は
ニ
定
の
親
授
式

.(lively 

o
£

 seisin)

を
行

a

た
ぅ
き
。
が
く
て

±

地
ヒ
授
け
ら
れ
て
臣
下
ビ
な
る
莕
は
、無
劎
無
帽
恭
し
く
領
主
の 

,前
に
踬
き
て
、典
の
兩
手
の
間
に
自
己
の
兩
手
を
入
れ
、下
の
如
く
宣
誓
し
左

A

き。日く

「

余
は
、

 

今
日
以
後
、身
命
と
布
形
の
崇
拜
と
を
捧
げ
て
君
の
臣
下
ビ
な
り
、君
に
對
し
て
信
寫
忠
誠
な
る

第
十
二
卷

(
一

四ニ三

)

論

0

蕾
の
齧
制
度

 

$
1̂

九茧
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(
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1
1
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論

砩
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國

§

雄
制
度
 

第

十

號

九

六 

-7
く、而
し
て
佘
が
忍
傲
有
し
た
る
不
動
產
に
對
し
て
も
敢
て
違
背
せ
ず

」

と
Q

ff
i

主
は
次 

こ
其
の
铒
下
の
頰
に
接
吻
し
て
忠
義

.の
宣
誓
を
承
認
し
た

$

き

。

陪

臣

の

其

の

直

接

^^
主

に
 

對
す
る
宣
誓
も
略
，之
に
準
じ
穴
り
き
。
跟
事
的
土
地
保
有
の
單
位
は
年
收
廿
磅
の
土
地
に
し 

て
、之
を
騎
士
釆
ぬ

「
K
n
i
^
rt
m f

e
e
)

と
稱
し
、此
の
資
格
を
有
す
る

#

は
、國
王
に
對
し
て
自
家
の
避 

'B
v

^
't
:

|

年
四
拾
日
間
軍
役
に
服
す
る
の
義
務
あ

h

き
。

fi
參
の

EI
下
は

^

5

!̂#務
の 

ト
ニ
 

P
の
三
大
祭
日
に
國
王
の
宮
廷
に
參
內
す
る
の
義
務
を
負

a

た
6

き
。
、
之

ビ

同

！
主
義 

に
據

h

て
、餓
荧
以
下
の
封
建
君
主
も
谷
々
其
の
臣
卞
に
對
し
て
出

.仕
の
®
務
を
僉
は
し
め
た 

.b

. 

0 

.

.騎士
窣
仕
の
；土
地
保
有
に
は
、以
上
の
外
、數
穸
の
煩
诗
な
る

_

務
を

#

ひ
し
が
、ノ

 

,
マ
ン
朝 

及
呔
ナ
ン
.
ジ
ユ
ー
朝
初
期
の
國
王
等
ば
是
等
の
*

利
を
濫
用
し
て
、誅
求
を
事
ビ
せ
し
が
竭
貴
族 

僧
S

の
反
抗
を
招
き
、遂
に
ジ
ョ
シ
王
に
逼

b
 y
大
憲
章
を
發
布
せ
し
む
る
に
至
れ
ゥ

是
等

-0
封
雞
的

_

激
を
冽
擧
す
れ
ぱ
、ニ

)

御
用
金
臣
下
た
る
者
：ぼ
領
主
が
捕
虜

V
J

な
む
た 

る
K

其
.の
領
主
の
身
を

.賠
償
し
、領

生

の
■長
-男
.が
騎
士
と

な

々

穴

る
^

条

は

領

.生
め
長
女

«
.
.
■ 

■
„
 

- 

.

. 

' 

. 

- 

■

-
 

■ 

■
•
 

. 

-
 ■

.

<

■
,

.

■
:
:

:

-

.:
 

.

. — 

： 

: 

/ 

,

へ

:

,
■
' 

.

,•

■
.
.
 

-

I 

.

.

. 

* 

» 

- 

, 

•

が
結

.婚
し
力
る
と
き
其
；の
都
度
費
用
を
、負

書
..

せ
ざ

.る

.可
^
:す
。
' 
之
，を

»

用
金

(

A

i

d

s

^

«
し
、最 

1*
 

.
 

-
 

.
 

-

.

初
は
唯
だ
臣
下
に
向
て
期
待
せ
ら
れ
た
る
の
み
な
む
し
が
、後
に
.は
當
然
の
義
務
と
せ
ら
れ
た 

6
, 

6
 

A
W
O 

(

ニ)

来
地

.栩
：續
親
及
び

.初
穂
臣
下
死
去
し
た
る
ど
き
、其
の
釆
地
は
當
然
丁
年
以 

，
上
の

'後
繼
者

®
.丸)

に

:'
1

つ
て
相
續
：せ
ち
る
れ
ど
冬
、相
«

者
：.は
へ
其
の
釆
地
を
領
有
す
る
前
に 

.
V 

:
方
ク
て
、領
主
に
：向
て
釆
地
栩
續
稅

(

R
'&
e
f
jを
挪
は
ざ
る

/可
ら
ず
。
ク
ィ
リ
ア
ム
；

1

フ
ァ
ス 

, 

の
如
き
は
、法
外
へ
な
.
'る
釆
地
相
續
稅
を
課

.せ
し
が

#
、相
續

*

は
其
實
土
地
を
貢
收
す
る
に
均
し

V 

:
y

か
Y

し

5

K

.ふ
。
：：然

し
®

1

百
志
な

6

き
。
尙
ほ
國
王 

r 

は
其
の
直
接
受
へ
筒
者
の

’後
繼
菩
に
對
し
て
、釆
地
相
續
税
の
外
、其
の
受
領
地
の
最
初
一
年
の
故

.
.

.

 

•
 
I
 
-
 
'
 

.

.

.

-
 
-
 
-
 

-
 

-
 

^
 

.

:
ン

パ

ン

«

を
徵

.せ
ぅ
。
之
を
初
穂

(First Fruits) 

w

謂
ふ
。

(

註j

〇)
(

三)

後
見
臣
下
の
相
續
者
若
し

:

丁
年
以

f

な

る

は

、領
主

k

後
見

(
w
a
r
d
s
h
i
p
)

の
名
目
の
下
に

.、何
等
利
得
の
計
算
な
く
し
て
、

:

相
續
者
の
身
體

#

•び
ぃ
に
土
地
を
保
管
せ
ぅ
き
。

^

子

は

廿一

歳
、女

子

は

拾

，六

，歲

，，に

達

し

、後

爲
 

广 

者

^

手
ょ

5

土
地
の
引
渡
を
受
く
る
權
利
ぁ
れ
ど
も
、其
の
際
釆

‘地
相
續
暁
及
び
初
穂
の
代

&

シ

, 

と
し
て
、初
年
の
利
得
の
半
分
を
挪
ば

.ざ
る
可
ら
ざ
り
き
。

(

四)

結
婚
領
主
は
又
被
後
見
人
婦 

-■
■

.

人
な
る
と

_

は
、其
の
結
娘
に
于
渉
す
る
の

®

利
を
有
し
'た

▲

き
o
:-
_

m

M

A

*

l
ff
i

^

p

'. 

第十二

怨
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'
1
3

 
ニ
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國
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封

連

制

度 

第
ナ
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站
士

i'
'
C
T四ニ六

)

，

i
r

說
英
國
の
封
述
制
度 

0

S

 

九
/1

B

し
た
る
^
を
拒
み

^

る
^
き

は
、其
の
配
偶
者
が
領
主
に
拂
ふ
.可

&

金
額
と
同
一
の
金
額
を 

觸
主
に
鈉
め
ざ
る
可
ら
す

c

又
若
し
領
主
の
同
意
を
經
ず
し
て
結
嬙
し
^
る
と
き
は
被
後
見 

**
は
.結
婚
费
の
市

«

ニ
僧

.を
支
拂
は
ざ
る
可
ら
す
。
這
は
本
來
領
主
が
自
分
に
敵
意
あ
る
か
.、
 

或
は
其
の
好
ま
ざ
る
氓
下
の
誓
を
防
逷
せ
む
趣
意
に
出
で
犮
る
も
の
な
れ
ど
も
、後
に
ぬ
男
子 

，の
被
後
見
者
に

.̂

で
適
用
せ
ら
れ
て
、國
王
及
び
諸
候
の
誅
求
の
源

と

な
る

に

至
れ

.&

o
，

(

五)

土 

地
«

渡〈

の
手
數
料

.遺
言
に
依
て

±

埤
を

«

渡
ず

*

利
は

/

ル
マ

.ン
征
服
^
共
に
廢
止
に
歸 

せ
t

ベ
而
し
て
其

の

後

當

分
の
間
、ァ

ン
グ
ロ
•
サ
ク
ソ
ン
時
代
に
行
は
れ
し
現
存
人
の
間
に

於 

け
る
土
地

*

渡
し
の

自
由
，も
、相
續
卷
の
利
益
上
ょ
ぅ
幾
分
の
制
限
を
受
け

た

る

が

如
し
。
然 

る

に
釆
地
の
粼
分
を
讓
彼
す
事

は
、再

封
建
と
共
に
間
接
に
行
は
れ
し
が
、エ
ド

ソ

ー
ド
一
世
の 

|)
$

0
雜
令
に
：依

'-
0
、再
封

_

は
禁
止

4
,ら
れ
、從
：て
直
接
受
領
者
の
場
合
に
於
て

は
、領
主
ょ
り
許 

可
を
受
け
、手
數
料
を
'支
娜
ふ
ビ
き

3
0
渡
す
事
を
掛
る
に

M

れ
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±
地
狻
歸
と 

.

沒
收

.

K1
下
に
於

て

適

法

の
#

續
者
を
缺
ぐ
が
、若
く

は
重
罪
乃
至
叛
逆
罪

に
依
て
土
地
收
益 

を
喪
失
し
穴
る

®

合
に
は
、来
地
は
當
然
領
主
に
復
歸
し
た
ぅ
き
。
此
の
土
地
復
歸

(Escheat) 

の
外
、重

罪
の
宣
吿
を
受
け
た
る
者
は
、別
に
國
王
ょ
、

土
地
：を
沒
收
せ
ら
る

\

規

定

ぁ
4

た
る

V-

力
；叛

逆

罪

の
.場
.合
に
は
，其
の
人
の
終
身
、他
の
重
罪
の
場
合
に
は
、一
祭
一
日
を
其
の
期
間
と
せ

(

註
八

}

佛
阈
に
 

< 
は
、金

0
じ
服
ら
す
、鶴、傲
銜
酒
の
如
告
物

"如
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ら
む
。故

U

御
;1
1

金
の
字
は

#

f常
：ら
、ざる

ガ

i
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女
子
>ょ
リ
も
毋
子

¥
、少
ょ
リ
も
年
長
に
相
綴
權
あ
り
し 

討
一
〇)

初
總
の
制
度
は
、雜

0

取
會
|:
於
：て
僧
侶
の
、就
職
し
れ 

し
に
荪
因
せ
り
。

•

.

,'n
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エ
ド
ア
I

ド
第
一
世
の
fo
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p
t
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r
e
s

の
律
令
參
.
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.
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八
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徴
せ

9
、英
國
に
て
も
亦
然

9

し
^

こ
と
勿
論
な
リ

。
.

る
時
、最
勒の所得か法玉に納め

て 其  

國 の 以  

王 旗 上 

よ 或 釆  

b は 地

保
有

'0.

條
件
と
し
て
國
王
の
征
戰
に
從
軍
せ
し
騎
士
の
外
國
王
に
近
く
仕
：へ
て 

检
を
捧
持
し

.、ヌ
：蛛
_
王

の

，

チ：
ャシピオン、バッ
ト
ラ

ー

其
の
他
の
官
職
，に
任
じ 

直
^

土
.地
.

(

を
保
有
せ
し
遨
と
、國
王
の

0

林
官
、主
獵
官
，摩
匠
、厨
人
等
の
比
較
的
賤 

役

に
®

し
て
、均

し
く
直
接
忙

土
地

を
保
有
せ
し
者
と
あ
り
た
ぅ
。
前
者
を
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。
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都
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旦
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直
領
ミ
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後
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1:
大
部
分
は
貴
族
に
分

.與
せ
ら
れ
れ

P

O
今
尙
ほ
存
在
す
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の
借
地
權
は
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の
地
方 
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ひ
、種
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習
慣
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«
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は
、原
始
時
代
の
自
主
地
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>
ー
0
0,
邑

l
a
n
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)

所
有
潘
を
代

-表
す
る
潘
に
し
て
、最
も
一
般
的
の
意
義
に
據
れ
ば
一
定
の
虬
代
を
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^
若 

く
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ニ：年
一
定
へ
の
日
數
間
領
主
の
土
？

耕
す
等

I

の
動
？

服
す
る
土
地
保
有
者
の
謂 

i

t

之
を
綺
士
に
比
す
れ
ば
、

®

の
如
く
名

#

の
地

.位
に
非
ず
ビ
雖
、不
定
に
し
て
瞹
昧
な
る

. 

办
務
に
服
す
る

」

の
煩
な
し
。
自
由
保
有
漭

(
F
r
e
?
h
o
l
d
e
r)

は
跟
役
に
服
せ
ざ
る
か
故
對
建
の
重 

喪
な
る
分
子
を
缺
く
の
觀
あ
れ
ど
も
、尙
ほ

.土
地
親
授
の
式

P

P

て
、國
王
に
對
し
て
忠
誠
の
宣

蒼
を
緣
す
場
へ
ロ
も
茌
ぅ
た
ぅ
、き
。

;
騎
士
と
均
し
く
、後
年

R

は
輯
冷
の
誅
求
を
受
け
し
も
、後
見
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自
由
保
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に
：ニ

■

の
農
業

..勞
働
者
あ
り
て
、何
れ
も
賃
銀
の
代
办
に
土
地
を
保
有
せ 

し
が
、後

.年

.のr

公簿に依

.
る
土
地
保
有
者

』
(
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o
p
y
-
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o
l
d
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即
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れ
な

K
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f
i 
一二)

と
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主
の
命
令
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檄
に
ー
如
何
な
る
勞
役
に
も
服

'せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
、即
ち
爾
晚
に
於

%

て
翌
朝
の
仕

事
を
知
ら
ざ
る

」

借
地
人
に

し
；て.、
其
の借
：.

地
の

條
件

成
領
丰

0

意
：の
儘

に
決
定
せ 

ら
れ

た
&

き
。

特
權
隸

R
.( Privileged 

v
n
l
e
i
n
a
g
A

ど
は
、賤
役
な
れ
ど
も

一
定
せ
る
勸
務
に

服
す 

る
條

件

に

て
、國
王
：
の)

直
®

地
釔
保
有
す
る
借
地
人
の
謂
な
ぅ
。
.是
等
の
隸
民
は
、其
の
勤

.務
を 

適
當
に
盡
せ‘る

K

'

&at
i

M

;ょ
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追
は
る
：、
事
な
か
ぅ
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r̂
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。

Servi 

w

It 

_

の：
.義
務かノ怠

： .

り、游
く
は
抓
旗

.、と
な
リ
た

>

 

溝
ふ
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